
室でも週1回の朝8時からの研究室全体のミーティン
グに加え、各班のスモールミーティング、また他施設
との共同研究のミーティングも多く行われています。
コロナ禍では、大人数での研究の制限など試行錯誤
した時期もありましたが、結果的にコロナ禍以降、急
速に研究が進行している状況です。創傷治癒学会の
研究奨励賞を始め、日本形成外科学会学術奨励賞基
礎部門最優秀賞、抗加齢学会学術奨励賞など数々の
受賞者も出ております。

私が20年近く前（？！）本学会に初めて参加した時
に、外科の先生や基礎の先生など様々な分野の創傷
治癒の発表に新鮮な感動と驚きを受けたことを思い
出します。この学会の最大の強み・面白さである、多
職種参加による研究はこれからの時代、益々注目さ
れていくことと思います。私たちも、形成外科医ならで
はの自由な発想で、研究を続けて行けたらと思って
おります。

●日本創傷治癒学会事務局
〒160-8582

東京都新宿区信濃町35

慶應義塾大学

医学部形成外科学教室内

tel.03-3351-4774
fax.03-3352-1054

e­mail : info@jswh.com

URL : https://www.jswh.com
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教育委員会委員長就任のご挨拶

石川県立看護大学　看護学部

峰松　健夫

去る2023年11月20日に開催されました理事会において、新規委員会
の設置とその委員長就任をご承認いただきました。その後、理事の先生
方と議論を重ね、委員会名を「教育委員会」とすることとなりました。歴
史ある本学会においてこのような大役を仰せつかり、身に余る光栄と存
じますとともに、責任の重さを痛感しております。

これに先立ち将来構想検討委員会では、紺家千津子委員長の下、
2022年度より創傷治癒・創傷管理に関する教育動画の作成・公開を試
行されて参りました。創傷治癒の基礎に関する初学者向けコンテンツ
と、創傷管理に携わる医療者向けのコンセンサスドキュメントの解説の
二つが企画され、前者は【いまさら聞けないシリーズ】第1回「キズはなぜ
湿らせて治すの？ Moist wound healingの歴史を知ろう」として、すでに
下記のURLで公開されております。是非一度ご覧ください。

　https://www.jswh.com/youtube/series_1_public.html

教育委員会ではこの企画を引き継ぎ、当面の活動の柱として参りま
す。当委員会の設置目的は、主に若手医療従事者、研究者等に向けて、
創傷治癒・管理に関わる初歩的知識の普及を図り、広く臨床実践および
研究の底上げを図るとともに、会員の増加に寄与すること、また、患者教
育として創傷治癒に関する正しい知識を社会一般に発信することといた
しました。また委員には、菅野恵美先生（東北大学・教授）、土肥輝之先
生（日本医科大学・講師）、高橋聡明先生（東京大学・講師）、丹野寛大
先生（東北大学・講師）にご就任いただきました。若い先生方を中心
に、フットワークの軽い委員会としてまいりたいと考えております。

日本では少子高齢化がますます加速する中、施設や在宅などで創傷
治癒を専門としない医療者が難治性潰瘍の管理に携わらねばならな
かったり、患者さんやご家族等によるセルフケアが求められたりすること
が増えてくると予想されます。正しい情報を提供することで医療者や患者
さんを支援して参りたいと考えております。またこれらの情報は、創傷治
癒に興味をもった若い医療者や研究者がさらなる深淵に踏み出す後押
しにもなるものと期待しております。

まだまだ手探りの状態ではありますが、当委員会の活動へのご理解と
ご支援を何卒よろしくお願いいたします。



慶應形成外科の研究室は、〝瘢痕を残さない創傷治癒〞を目指し、貴志
教授の研究テーマであった胎仔の創傷治癒の研究をメインに行って参
りました。最近ではイモリの再生研究や老化の研究も活発に行い、成果
を上げております。研究室は小さいながらも、一連の基本的な機器が
揃っており、形成外科独自でマウス室も所有しています。また今年にな
り、KEYENCE VHX digital microscopeを導入し、皮膚の繊細な観察や
計測を行うことが可能になりました。

当研究室の特徴として、貴志教授の下、各研究者が横並びになって自
分の研究を遂行している、というのが特徴です。〝研究を上から押し付け
られることなく、各人の自由なアイデア・発想が受け入れられる環境の中
にも、密なディスカッションで周囲の助言を受けつつ自分の研究を遂行
することができる〞ということが最大の強みであると考えています。現在
は、常勤スタッフに加え、大学院生５名（うち中国から1名）、慶應義塾大
学薬学部生4名、医学部生4名といった若手中心の活気ある研究室と
なっています。コロナ禍におけるwebミーティングの普及により、当研究
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【いまさら聞けないシリーズ】
第1回「キズはなぜ湿らせて治すの？ Moist wound healingの歴史を知ろう」の一部

WRRに会員の論文が掲載されました

会員の論文が Wound Repair and RegenerationのVolume31 Issue No.6 に掲載されました。
論文名、会員の著者は下記の通りです。

投稿規程に関しましては、Wiley Online Libraryの本ジャーナルホームページの機関誌概要下に
ある濃緑色のナビゲーションバーより、 <CONTRIBUTE> ⇒ <Author Guidelines> と進んでいた
だくか、以下のURLへアクセスして入手してください。

https://onlinelibrary.wiley.com/page/journal/1524475x/homepage/forauthors.html

なお、投稿方法は、ホームページからのオンライン投稿（要ログイン）となっております。

“Efficacy of wearable vibration dressings on full-thickness wound healing in a hyper-
glycemic rat model” , (Wound Repair and Regeneration, 31:6, P.816-826)

幅 大二郎 先生
秦 斉 先生
滝沢 知大 先生
峰松 健夫 先生
真田 弘美 先生
仲上 豪二朗 先生

（東京大学大学院医学系研究科　老年看護学／創傷看護学分野）
（東京大学大学院医学系研究科　老年看護学／創傷看護学分野）
（東京大学大学院医学系研究科創傷看護学分野）
（石川県立看護大学　看護学部）
（石川県立看護大学）
（東京大学大学院医学系研究科　健康科学・看護学専攻　創傷看護学分野）

https://onlinelibrary.wiley.com/doi/epdf/10.1111/wrr.13129
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